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1は じめ に

現在私は,屋 代遺跡群 出土の木製品の整理 を行 なっている。この仕事 を行なっている上での

最大の悩みは,多 量の木製品のうち,そ の多 くの用途あるいは使用法がわか りに くい というこ

とである。これ らのいわゆる 「用途不明品」はい くつかに分けられ る。主なものとしては,①

用途が豊富であるがためそれが特定 しにくいもの。②用途は限定 しやすいが,そ の具体的使用

法がわか りに くいもの。③使用法が全 く不明のものがある。

①にっいては 「曲物」があげられる。「曲物」はその器の製作法に対 してつけ られた名称で

あり,「刹物」「挽物」 と同様である。 しか し 「刹物」「挽物」についてはその形態か ら,「椀」

「皿」など具体的な用途別の名称 をつけ ることが可能であるが,「 曲物」は用途別に分けるこ

とが難 しい。円形,楕 円形,方 形 というように,底 板の形状で分けているが,そ れぞれどのよ

うな役割 を持っていたものか具体的に追求 していきたい。

② としては木製祭祀具があげ られる。「斎串」 と名付けられている板状品は,多 くの遺跡か

ら出土 してお り,古 代の木製祭祀具 として分類されているものの中で普遍的な存在 となってい

る。屋代遺跡群では,2000点 ほどの斎 串と,「馬形」「ヘビ形」 といったような木製祭祀具が多

量に出土 している。 しかし,祭 祀(あ るいは祓え)に おいての使用 とい う限定がされても,実

際にどのような場でどのように使用 されたかについては不明な点が多い。 しか し,出 土 した木

製品の大半をこの祭祀具が占めてお り,木 簡 とともに屋代遺跡群の性格 を知る上での重要な遺

物であるため,な んとか解明 していきたい ものである。

③ としては棒状品があげられる。特に削 りだしによってつ くられた棒状 品が数多 く出土 して

お り,中 には非常に丹念に作 り上げられた ものも存在す る。これ らの棒状品は,芯 持 ち材を利

用 したものと異なり,そ の製作には技術 を要する。 しか しそれらが,何 かの部品なのか,単 独

で使用された ものなのかわからないものがほ とんどである。この用途解明も遺跡の性格 を知 る

上での重要な鍵にな りそうな気がす る。

遺跡で出土するこのような木製品の具体的な用途を解明してい くにはどのようにしたらよい

のだろうか。まずは,そ の製品に対す る詳細な観察が必要である。特に,上 記③ については加
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工の状況や使用痕の観察が重要な糸 口となるだろう。 また同種の製品との比較 も必要である。

上記①などは,そ の法量によって用途が異なることが考えられるためその分析が必要 となる。

さらに遺跡での出土状況や共伴す る遺物 も大 きなてがか りとなる。特に上記②などはどのよう

な遺物 とともに出土 しているかが,そ の役割 を知 る上での重要 なてがか りとなるだろう。 しか

し,木 製品には残存 しに くい という特性があることか ら,出 土場所 も限定 されてしまう。多 く

の場合は溝や流路などから,廃 棄 という状況で出土することから,条 件によっては共伴関係が

つかみに くい場合がある。この点,屋 代遺跡群の木製品は一括廃棄で捉えられ るものが多 く,

有効な情報にな りそうである。これらに加え,他 の遺跡での類例や民俗例 も参考になるが,こ

の場合は時代性や遺跡の性格 を考慮することが重要である。ここで もうひとつのてがか りとし

てあげたいのが文献に登場する物品名である。絵巻物を含めて,古 代,中 世の文献に記載され

る物品 と遺跡で出土す る遺物 との照合 をすることによって,あ る程度その用途がつかめるもの

もあるのではないだろうか。例えば,絵 巻物の中には数々の場面に調度品や食器類が描かれて

いる。 その中には曲物 も頻繁 に登場 している。大 きさや形 も多様であ り,そ れ と対比すること

もひ とつのてがか りとなるだ ろう。 また,木 製祭祀具 のひとつ であ る 「人形」は,「 源氏物

語」に人形 を流す場面があることか ら,そ の使用法の一端が指摘 されている(註1)。

そこで本稿においてはひ とつの例 として,「 ひょうたん柄杓」 をとりあげて考察 し,今 後の

木製品の用途解明のためのひ とつのあしがか りとしてみたい。

II文 献 に み られ るひ ょ うた ん柄 杓

ひょうたん柄杓は,ひ ょうたんの一部 を切 り,中 身を取 りのぞいて器状 にし,柄 を差 し込ん

で柄杓状にしたものである。最近,奈 良 ・平安時代のものを中心に出土例が増加 しているよう

であ り(註2),屋 代遺跡群でも8世 紀初頭前後の遺構か ら2点 確認されている(図1,2)。

柄杓 という名がついているように,そ の形状から水などを汲む道具であると考えられる。

ひ ょうたんは 「瓠 ・鞄 ・瓢」の字があてられ,訓 みは 「ふ くべ」「ひさこ(ご)」 「なりひ

(び)さ ご」の3種 類がある。いずれ もひょう1たんそのものを示す とともに,そ の中身 を取り

除いて作った容器の意味を持つようである(註3)。

『倭名類聚抄(高 山寺本)』 には器皿部の木器類に 「杓」の項がある。 これによると 「杓」

は 「和名比佐古」で 「水 を汲む器」 とし,「瓢」は 「和名奈利比佐古」で,「 瓠」「鞄」 と同じ

で 「飲器 となすべ きものな り」 としてい る。『箋注倭名類聚抄』での解釈によると,『 日本書

紀』の 「仁徳紀」で 「鞄」を 「ひさこ」 とよんでいることか ら,古 くはひょうたん,ま たはそ

れを割 って水 を汲む器にしたものが 「ひさこ」であったが,後 に木 を到 って作った ものが 「ひ

さこ」 と呼ばれるようになったようである。それに対し,本 来の 「ひさこ」であったひょうた

んまたはひょうたん製の容器 は 「瓢(な りひさこ=生 りひさこ)」 と呼ばれ,木 製の1「杓(ひ

さこ)」 と区別 されたようである(註4)。

このように,ひ ょうたんは古 くから容器 として利用 されていたことがわか り,遺 跡から出土

す るひょうたん柄杓 も,『倭名抄』に記載 され,る 「奈利比佐古」 とつなが りがありそうに思わ
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第1図SD7038出 土 ひょうたん柄杓Sニ1/3第2図SD8038出 土ひ ょうたん柄杓S=1/3

れる。ただ,『 倭名抄』は 「奈利比佐古」を 「飲器 とすべ きもの」 としているだけで,そ れが

どのような形状の容器かは不明であ り,そ のままひょうたん柄杓に結びつけることは難 しい。

この点に関わって注目したいのが,『 延喜式』の特 に神紙官関係の式にみ られる,各 祭祀の祭

神料や解除料の中に 「鞄」が登場する点である(註5)。

III「 延 喜 式 」 に み られ る 「駒 」

『延喜式』では各祭に用意すべ き物 の種類 とそれぞれの必要数 を細か く規定 している。図3

は 「春 日神 四座祭」の祭神料である。布類,穀 類,魚 介類,調 度類,容 器類など様々な品名が

み られるが,そ の中に 「鞄」がみ られる。「鞄」は 「四柄」 というように単位に柄 を用いてい

ることか ら,こ こでは柄杓を示すもの と考えられる。さらに 「杓 二柄」 という記述に注 目し

たい。 これ もその単位か ら柄杓 と思われ,こ こでは2種 類の柄杓が祭神料 として指定 されてい

ることになる。前述の 『倭名抄』の記載に基づ くと,こ こに記載 されている 「鉋」は 「ナ リヒ

サ コ」,「杓」は 「ピサ コ」 と考 えられそ うである。 ちなみに 「鞄」は 「鳴雷神祭一座」では

「ピサ コ(一 條家本)」,「 春 日神四座祭」では 「ナ リヒサ コ(一 條家本,九 條家本)」 とカナ

がふられてお り,「杓」は 「醸神酒井駆使等食料」においては 「鉋(ナ リヒサコ)四 柄」に対

して,「 エ リヒサ コ(九 條家本)」 とカナがふられている。「エ リ」は 「鏑(到)る 」 であるこ
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とから,木 製の柄杓 を示す ものと思われ,後 世の写

本の段階でも同様 の解釈がされていたようである。

以上 の 点か ら考 え て,『 延 喜 式』に み られ る

「鞄」は 「ひ ょうたん製 の柄 杓」,「杓」は 「木 を

到って作った柄杓」であることが予想 され,両 者を

区別 していたことが伺える。

それでは両者に用途の違 いがあるのだろうか?

巻一か ら巻四の中でみると 「鉋」は40箇 所ほどに

登場 し,祭 祀において使用する道具 として,か な り

ポピュラーなものだったことが伺える。それに対 し

「杓」は9箇 所に登場す るが,そ の うち5箇 所 は

「鉋」 と共に指定 されている。両者 とも柄杓である

か らその用途は水や酒 を汲む道具 ということになる

が,「 鉋」が指定 されているどの条文に も酒 または

酒 を入れる容器がみ られることか ら,「鞄」は 「酒

と関わ りのある柄杓」 と考えることができそうであ

る。特に 「平野神四座祭」においては,醸 神酒料 と

して 「雇(酒 を醸す瓶)三 口」「酒槽三隻」 ととも

に 「鉋三柄」がみられ,そ の数量も一致 してお り,

神聖な神酒を醸す道具のひとつとして使用されたこ

とがわかる。この点か らも 「鞄」 と 「酒」 との関わ

りが指摘できるだろう。

また,柄 杓は絵巻物にも数多 く描かれているが,

ほとん どが曲物製 と思われるものの中で,『 鳥獣戯

画』の中で酒壷 とともに描かれている柄杓(図4)

は他 と異なる形 をしている。柄がついているその容

器は底部が丸 く,ひ ょうたんの一部 を切 り中身を到

り貫いた形に似てお り,こ こでも酒 を汲む柄杓 とし

てひょうたん柄杓が利用 されていた可能性がある

(註6)。

料神祭祭座軸田春図ヨ第

もちろん木製の 「杓」が酒 とは全 く無関係な道具であったというわけではない。例 えば巻二

の九月祭中,「御巫奉齊神祭」,「御 門巫奉齊神祭」,「生嶋巫奉齊神祭」では 「杓」のみがみえ,

それぞれに酒が載つてい ることか ら両者の関わ りが考 えられ る。 しか し注 目したいのは,

「鞄」 と 「杓」が同時に指定 されている 「春・日神四座祭」の祭神料,「 平岡神 四座祭」の祭神

料 と解除料の3条 文である。これらの条文に限って 「酒」や 「酒壷」,「缶」 といった容器の他

に 「水桶」がみられる。 しかも3条 文 ともに 「水桶二口」に対 して 「杓二柄」 とい うようにそ
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第4図 鳥獣戯画にみられる柄杓 と酒壺

の数里が一致 している点が興味深い。 ここでは木製の 「杓」は 「水に関わる柄杓」として使用

され,「鞄」 とは用途が分けられていたのではないだろうか。

以上の点から 『延喜式』に記載されている祭神料,解 除料などとしての 「鉋」はひ ょうたん

製の柄杓であること。主に 「酒」に関わる道具 として使用されたらしいこと。木製の 「杓」 と

は用途が分けられる場 合があったことなどが指摘できそうである。

このことに関わって,大 場磐雄氏の興味

深い考察がある。大場氏は,奈 良県三輪山

西麓の山ノ神遺跡で出土 した土製模造品の

内,図5-1を 「鞄(ひ さご)」 とし,「植

物のひょうたんの実に窓 をあけたもの」の

模造品,図5-2を 「柄杓」 とし,「ひ ょ

うたんを半裁 した柄杓」の模造品と捉えて

いる。さらに壷,高 杯,堅 臼,杵,案,箕

等 を合わせての土製模造品のセットと考 え,

『延喜式』にみられる醸酒料 との比較から

このセッ トを酒造具の模造品と想定 してい

る(註7)。 この土製模造品は5世 紀後半

～末 頃の もの と捉 えられてお り(註8) , 第5図 山ノ神遺跡出土 土製模造品S=1/3



32長 野県埋蔵文化財センター紀要5

祭祀及び酒 との関わりの上でひょうたん柄杓(さ らにはひょう、たん製の容器全般)を 考 えてい

く重要な資料 と思われる。これについては,今 後の類例の増加を待ちたい。

IV呪 術 性 を もつ ひ ょ うた ん

それでは 「3」 が祭祀において用い られたのはなぜだろうか。木製の 「杓」 よりはるかに高

い頻度で 「鞄」が指定 され るのには,「 ひょうたん」 とい う素材そのものに意味があるのでは

ないだろうか。このことに関わ りそ うな文献 としては,ま ず前述の 『倭名抄』が引用 している

『日本書紀』の 「仁徳紀」がある(註9)。 ここでは 「鞄」および 「瓠」に関わる2つ の記事

がある。ひ とつは,仁 徳11年10月 の,茨 田の堤 を築 く際の人身御供についての記事 である。 こ

れは,人 身御供に選 ばれた茨田杉子が河に 「全鞄(お ふ しひさこ)」 を2個 投げ入れ,そ れを

河神が沈め られなかったため人身御供 とはならず,命 は助か り堤 も完成するというものである。

さらに同67年 の,吉 備の中国の川嶋河の竜についての記事がある。これは,笠 臣の先祖の縣守

が 「全瓠(お ふ しひさこ)」 を3つ 淵に投げ込み,竜 が鹿になってそれを水 中へ引 き入れ よう

としたが沈 まなか ったので,縣 守が竜を斬 り人々を救 うとい うものである。両 方 とも 「鉋

(瓠)」 の浮沈によって事 を決め る呪術的行為 と受け取 られ,河 神(河 伯)や 竜が登場する点

が興味深い。さらに,『 古事記』の 「仲哀紀」に 「瓠」がみ られる(註10)。 ここでは,神 功皇

后の新羅への渡航に先立ち,神 意に従って真木の灰 を 「瓠」に入れて,箸 や比羅伝 とともに海

に散 らし浮かべ る儀礼が行なわれたことが記されている。この際の 「瓠」は中に真木の灰 を入

れていることか ら容器 と思われる。以上の3記 事 ともに 「鉋(瓠)」 を河,淵,海 に浮かべて

いることか ら水(あ るいは水の神)と の関わ りが伺え,鞄 の 「水に浮 く」 という特性に一種の

呪術性が求められていたように見受けられる。

以上のように古代において,ひ ょうたんは呪術的行為に使用されることがあった事実が認め

られ,『延喜式』にみられたように,祭 祀において使 う柄杓にひ ょうたんが利用され るの もこ

のことに深い関わ りがあるように思われる。

ここまでは,自 分が知 る範囲での文献からひょうたん柄杓 と思われるものを調べ,そ の用途

について考えて きた。しか しそれはあくまで も文献(特 に 『延喜式』)か らの判断であ り,こ

れだけをもって 「ひょうたん柄杓=祭 祀において使われる道具」,ま たは 「ひ ょうたん柄杓=

酒に関わる柄杓」 という図式は成立 しない。さらに他の文献を調べる必要があるとともに,出

土したひょうたん柄杓 自体が持つ情報 を加 えて考えていかな くてはならない。

Vひ ょ うた ん柄 杓 の 出土 状 況

ここで,遺 跡において出土するひょうたん柄杓に目を転 じてみる。

屋代遺跡群は,多 量に出土した木簡の分析か ら,埴 科郡家,あ るいは信濃国初期国府に関わ

る遺跡 としての可能性が指摘されている(註11)。 特に木簡の出土地点である⑥ 区はおよそ5

世紀後半から8世 紀前半にかけて,湧 水に関わる祭祀施設が繰 り返 し造 られていた場所である

(註12)。 また,7世 紀後半以降はそれ,に加えて多量の木製祭祀具の使用が認め られる。平川
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南氏はこの地点を郡家の西北に位置す る祭祀の場 と想定 している(註13)。 ひ ょうたん柄杓は

同じ地点の8世 紀初頭前後の遺構で確認された。1点 は水門を備 えた湧水に関わる祭祀遺構と

考えられ る溝(SD7038)か らの出土で,他 に木簡2点(内1点 は琴形木製品に転用 された も

の),人 形,舟 形などの木製祭祀具が出土 している。 もう1点 は自然流路中(SD8038)の 出土

であるが,周 辺からは斎串など多数の木製祭祀具が出土している。このような拙土状況 と 『延

喜式』の記載 を合 わせて考 えてみ ると,や はり屋代遺跡群出土のひ ょうたん柄杓は 「鞄」のよ

うに,何 らかの祭祀において用いられた道具のひとつと考 えられそうである。

ただ,8世 紀初頭前後の遺物である屋代のひ ょうたん柄杓 と,『延喜式』の成立時期 とでは,

およそ200年 ほ どの時間の隔た りがあるという点に注意 しなくてはならない。祭祀 という行為

において用いられた点では共通性があっても,そ の祭祀の性格や柄杓 としての役割が同 じで

あった と判断することはできないだろう。時代が遡 る分,屋 代のひ ょうたん柄杓の役割や,そ

れが用いられ,た祭祀は古い要素を持 っていたことが十分考 えられるか らである。よって,こ の

ひょうたん柄杓の具体的な用途については 『延喜式』の記載を参考 にしながらも,今 後の整理

作業によって得 られ る情報を優先 して考 えていきたい。

なお,ひ ょうたん柄杓の他に多量のひょうたんも同じ地区で出土 している。前述の 「記紀」

にみられた記事で特に,『 日本書紀』の 「全鞄(瓠)」 は丸のままのひょうたん と考 えられるこ

とから,今 後 は柄杓だけではなくひょうたん

その ものについても注目してい く必要がある

他 の遺跡での類例 をみてみる と,平 城宮

(図6)を は じめ,岩 手県の柳之御所跡,秋

田県の秋田城跡,新 潟県の曽根遺跡,富 山県

の辻遺跡などで出土 している。曽根遺跡は郡

家に関連する遺跡 と考 えられてお り,ま た辻

遺跡では 「里正」「郡 司射水」と書かれた木

簡が出土するなど,い ずれ も屋代 と同様 な性

格 を帯びた遺跡であ る点が注 目され る(註

14)。 さらに検討が必要であるが,こ れ らの

ひょうたん柄杓 もやは り何 らかの祭祀行為 に

おいて使用された可能性があるのではないだ

ろうか。今後 も出土例が増加 してい くことが

予想され,そ の出土状況に注 目していきたい

と思 う。

第6図 平城宮出土のひょうたん柄杓Sニ1/3

VIお わ りに

木製品の用途の解明に向けての思考錯誤の中か ら,ひ とつの例 として屋代遺跡群で出土した

ひょうたん柄杓の用途を検討 してみた。ひょうたんという限定された素材であったため,文 献
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においても調べやすかったか もしれないが,今 後の考察においてひとつのあしがか りができた

ような気がする。 しかし 「祭祀において用いられた道具」というように使用 された場面が狭め

られただけであ り,「どのように使用 されたのか」 とい う点の解明には至 らなか った。ただ

「祭祀に用いられた道具」である以上,そ れを解明 してい くことは,屋 代の地で行 なわれ,た祭

祀の性格 を明らかにしていくことと密接に関わる。さらにそれは屋代遺跡群の性格 そのものに

つなが る重要 な問題 といえる。ひょうたん柄杓 を含め,現 在 「用途不明」 としている多 くの木

製品はこの問題に関わる重要な遺物である。 このことを念頭において今後 も整理 を進めていき

たい と思 う。

浅学のため文献に対する解釈 を誤っている点が多々あるか と思われる。このことも含め多 く

の方々か らご教示がいただければ幸いである。

なおこの場 をか りて,本 稿執筆にあたってご教示を下さった福島正樹氏,伝 田伊史氏,平 出

潤一郎氏にお礼を申し上げる次第である。

註1

註2

註3

註4

註5

註6

註7

註8

註9

註10

註11

註12

註13

註14

金子裕之1989「 日本における人形の起源」『道教 と東アジア』人文書院

1996年3月 に行なわれた、第39回 埋蔵文化財研究集会の資料集 『古代の木製食器一弥生期から平安期

にかけての木製食器一』の中でも数例紹介されている。

中田祝夫、和田利政、北原保雄編 『古語大辞典』小学館、を参考にした。

『倭名抄』については、京都大学文学部国語学国文学研究室編 『緒本集成 倭名類聚抄』本文編 臨

川書店からの引用である。

「延喜式」については図3も 含め、黒板勝美 『新訂増補 国史大系』吉川弘文館からの引用である。

絵巻物については、澁澤敬三、神奈川大学日本常民文化研究所編 『新版絵巻物による 日本常民生活

絵引』を参考にし、図4は その第1巻 から引用した。・

大場…磐雄1967『 まつり』学生社

図5は 、第2回 東日本埋蔵文化財研究会(1993)資 料 『古墳時代の祭祀 第III分冊一西 日本編一』の

「26山 ノ神遺跡」(文責 前坂尚志)か ら引用し、年代 も概要の記述に従った。

『日本書紀』については 『日本古典文学大系67日 本書紀上』岩波書店から引用 した。

『古事記』については 『日本思想大系1古 事記』岩波書店から引用した。

(財)長 野県埋蔵文化財センター 『長野県屋代遺跡群出土木簡』

これについては、日本考古学協会1996年 度三重大会の資料集 『水辺の祭祀』において紹介した。

『長野県屋代遺跡群出土木簡』第5章 での指摘による。

平城宮については、奈良国立文化財研究所 『木器集成図録 近畿古代編』から図を引用し、他の遺跡

については、前掲 『古代の木製食器』を参考にした。


